
塔槽類廃ガス
処理設備

供給槽A

A

保修のため原料供給器を取外し
て閉止フランジをしていた

トレイ

漏えい液受皿

パージ用圧縮空気

A

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備

パージ用圧縮空気

漏えい液受皿

固化セル内の漏えい（平成２１年１月２１日）の概要図

セル内

A ：エアリフトポンプ
　（圧縮空気を用いて、
　　液体を移送する設備）

滴下

供給槽第1セル
固化セル
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閉止フランジ①
（北側閉止フランジ）

閉止フランジ②
（南側閉止フランジ）

集液ポット 集液ポット

気液分離器 気液分離器

エアリフト駆動用圧縮空気
供給用三方弁

エアリフト駆動用圧縮空気

パージ用圧縮空気流量計

パージ用圧縮空気流量計

エアリフト駆動用圧縮空気
供給用三方弁

高レベル廃液供給配管

P

P
Ｌ

Ｌ

高レベル廃液ガラス固化
廃ガス処理設備圧力計

供給槽Ａ
液位計

漏えい液受皿
液位計

塔槽類廃ガ
ス処理設備
圧力計
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塔槽類廃ガス処理設備
洗浄塔入口圧力 (kPa)

1月15日過負圧事象に伴う変動

2/1 8:45
再漏えい

添付資料－２

平成２１年１月２１日及び２月１日漏えい時の塔槽類廃ガス処理設備の圧力の推移
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設備点検に伴う変動

データ欠損期間

設備改造に伴う変動
⇒この程度の負圧変動では
供給槽の溶液が揚液される
ことはない。

平成２１年２月から１０月までの塔槽類廃ガス処理設備の圧力の推移

10/21
23:43
漏えい

塔槽類廃ガス処理設備の圧力の推移

塔槽類廃ガス処理設備
洗浄塔入口圧力 (kPa)
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Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

【0】
　事象発生前
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，30L/h以下

【1】（1/9頃の状態 その１）
　Ａ/Ｌパージ流量の増加
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

パージ空気流量の増加が発生したことにより、供給
槽Ａから気液分離器まで高レベル廃液が到達し、
供給槽Ａの液位が減少し始めた。

【2】（1/9頃の状態 その２）
　廃液が閉止フランジ部に到達
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

気液分離器に到達した高レベル廃液は、重力によ
り閉止フランジ①まで到達した。

平成２１年１月２１日の漏えいにおいて推定されるメカニズム

【本資料での記号説明】
・ＭＯＧ：高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備
・ＶＯＧ：塔槽類廃ガス処理設備
・Ａ/Ｌ：エアリフト
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Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

【3】（1/9頃の状態 その３）
　漏れの起点
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

閉止フランジ①に到達した高レベル廃液は、閉止フ
ランジからトレイに滴下し始めた。

【4】（1/9～1/15の状態）
　供給槽Ａ液位変化
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

閉止フランジ①に到達した高レベル廃液は、閉止フ
ランジからトレイに滴下し始めた。

【5】（1/15の状態）
　VOG過負圧事象
　　VOG　約   kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

塔槽類廃ガス処理設備において、過負圧事象が発
生し、各所でシール水が流入した。

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）
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Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

【7】（1/15の状態）
　VOG負圧の復旧
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

シール水張り込み終了後、負圧を通常の状態に戻
した。この一連の流れにおいて急激な負圧変動が
発生した。
この際、負圧変動が復帰する際に供給槽Ａの液位
変動が発生し、一時的にパージ空気流量が大きく
なり、槽内の液が閉止フランジ①及び②まで到達
し、閉止フランジから滴下したものと推定される。

【8】（1/15～1/21の状態）
　【4】と同一状態
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

塔槽類廃ガス処理設備の負圧復旧後、供給槽Ａか
らのエアリフトによる高レベル廃液の揚液が従前の
状態に戻り、閉止フランジ①からの滴下は継続し
た。

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

【6】（1/15の状態）
　VOG過負圧事象の復旧
　　VOG        kPa（最大）
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

塔槽類廃ガス処理設備における過負圧事象の復旧
作業として、シール水を張り込むため塔槽類廃ガス
処理設備の負圧を浅くした。
この際、エアリフト液面が上昇したことから、浸液率
も上昇し、エアリフト効果が発生しやすくなった。
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Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽Ａ(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)

【9】（1/21の状態）
　閉止フランジの増し締め
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約65L/h　*

＊；推定（1/21確認値より）

閉止フランジボルトを増し締めしたことにより、固化
セルへの滴下は停止した。

【10】（1/22から現在の状態）
　パージ流量の調整
　　VOG        kPa
　　MOG        kPa
　　A/L；パージ側，約20L/h

パージ空気流量を所定の流量に復旧したことによ
り、供給槽Ａの液量減少は停止した。

Ａ

供給液槽Ａ（5m3）

供給槽(2m3)

気液分離器(5.7L)

攪拌機
軸シール

攪拌機
軸シール

供給液槽Ａへ
（オーバーフロー）

供給液槽Ａへ
（オフガスVOG）

閉止フランジ部

オフガス（MOG）

配管(2.6L)



 

１月２１日に滴下が確認された

閉止フランジ①から再滴下して

いるのをITVカメラで発見 

高レベル廃液の再漏えい（平成２１年２月１日）の概要図 

閉 止 フ ラ ン ジ 概 要 図 
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閉止フランジ①（北側閉止フランジ） 

固形状の物質 

スラリ状の廃液 

ボルト 
金属ガスケット 

塔槽類廃ガス 

処理設備 

供給槽 A 

A 
トレイ 

パージ用圧縮空気 

A 

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設

パージ用圧縮空気 

セル内 

A ：エアリフトポンプ 
（圧縮空気を用いて、 

液体を移送する設備） 

供給槽第1セル 固化セル 

閉止フランジ① 

（北側閉止フランジ）

気液分離器 気液分離器 

高レベル廃液供給配管 

閉止フランジ② 

（南側閉止フランジ）



塔槽類廃ガス
処理設備

供給槽A

A

保修のため原料供給器を取外し
て閉止フランジをしていた

トレイ

パージ用圧縮空気

A

高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備

固化セル内の漏えい（平成２１年１０月２２日）についての概要図

セル内

A ：エアリフトポンプ
　（圧縮空気を用いて、
　　液体を移送する設備）

漏えい確認
（漏えい量約20mL）

供給槽第1セル
固化セル
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隣の閉止フランジ
（北側閉止フランジ）

今回漏えいした閉止フランジ
（南側閉止フランジ）

気液分離器A 気液分離器B

エアリフト駆動用圧縮空気

パージ用圧縮空気流量計

エアリフト駆動用圧縮空気
供給用三方弁

高レベル廃液を供給する配管

P

P
Ｌ

高レベル廃液ガラス固化
廃ガス処理設備圧力計

供給槽Ａ
液位計

塔槽類廃ガ
ス処理設備
圧力計

純水

水シール

オーバーフロー配管
（供給液槽Aへ）

※平成２１年１０月２２日の漏えいにおいて、供給槽A及び供給槽A以外で閉止フランジ部に液が移行する可能性のある配管（色塗り部分）を洗い出し、その全てに対して
 検討・調査した。

純水供給ライン
（フリーズバルブ用）


